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「食が体をつくる」安心な食環境づくりを目指して

特定非営利活動法人体にやさしい食の会

CLOSE UP 01

CLOSE UP 03

CLOSE UP 02

プラザ通信
まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「11月下旬発行予定」です。12月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。［9月末日必着］

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

プラザHP

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和3年7月31日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36

まちづくり企画運営ボランティア養成講座
「withコロナ時代のオンラインイベント企画実践
講座『街の宝物の発信』」を開催しました。
2月27日から3月27日の間に全4回で、

中央公民館と共催のオンラインイベン
トの企画実践講座を実施しました。コ
ロナ禍で注目が高まるオンラインを
使ったイベントについて、企画実施を
通じて学習する実践講座です。
まちづくりイベントの企画経験が豊

富な講師から、イベント企画の手法や、
オンラインイベントの事例について学ん
だ後、参加者でイベントを企画しまし
た。「街の宝物」を見つけて発信すると
いうテーマを元に持ち寄った案から、
「街、食、平和」の三つに絞り込み、各
自が発表を行って一つの番組にまとめ、
講座の最終日に生配信を行うことにな
りました。
講座の第4回目にはリハーサルと確認を行ったのち、YouTubeにて

生配信を行い、広島の宝物についてそれぞれが調べたことを発表しま
した。講座を通して参加者はイベントの企画から実践まで一連の流れ
を体験することができ、発表まで達成できてよかった、もっと詳しく

学びたいというような感想がありました、。生配信された動画のアーカ
イブは以下のURLより閲覧できますので、ぜひご覧ください。
「オンラインで配信！広島の宝物」https://youtu.be/IwVmDtRjjhY

市民活動団体運営支援講座
「紙とペンを使って伝えてみよう」を開催しました
この講座は、まちづくりやボランティアなどの市民活動に取り組む方

を対象に、団体の支援を図ることを目的として、活動していく上で必
要な組織運営の方法や資金活用などについて学習する機会と情報交
換の場を提供するために実施しています。今回は全2回にわたって、
「相手にわかりやすく伝える」をテーマに、さまざまなコミュニケーショ
ンの場面で役立つ伝え方のポイントについて、ワークや実践を通して
学習しました。
第１回のワークでは、「話が長くなりがち」、「相手にちゃんと伝わっ

ているかわからない」など、相手に伝える上で自分が意識しているこ
とや戸惑ったこと、悩みなどをグループ内で共有しながら整理してい
きました。第2回では、「活動の魅力を伝えよう」と題し、第1回のワー
クをヒントに各自が意識をもって、プレゼンの実践に臨みました。A4
用紙へ8枚程度にまとめ、紙芝居のようにホワイトボードに貼って見せ
ながら、5分間という限られた時間で、いかに要点を絞って伝えるかが
ポイントでした。プレゼン後には、聞き手側がよかった点やアドバイス
をふせんにメモして話し手へ渡し、全員で振り返りをする時間を設け
ました。「話し方に強弱があって聞き取りやすかった」、「用紙の出し方
が上手だった」、「熱い想いが伝わってきて刺激になった」という声が
あがり、一人一人が工夫して実践されて
いたのが印象的でした。
コロナ禍でリモートが推奨される中、

対面で向き合って話すことの大切さをあ
らためて実感しました。今後もこうした講
座をとおして、皆様が前向きに活動へ取
り組んでいけるよう支援してまいります。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ
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あさなぎ／海岸地域で夏の朝方
現れる無風に近い状態。海面水
温は1日を通してあまり変わらない
が、陸地面温度は夜間に低く日
中高くなる。そのため、夜間陸か
ら海に向かう陸風が吹き、日中は
逆に海から陸に向かう海風が吹
く。陸風と海風が吹き変わる時、
風がほとんどなくなる。

広島市
青少年
センター

▶らしっくレポート 食べ物の「いのち」を大切にするために、私たちができること！
▶らしっくコラム・在宅での「楽しい」食事を通して食のあり方を見直す ▶ようこそ！青少年センターへ ～広島市青少年センター～
▶人材バンク 名人 宝人 達人 ▶H㎡助成団体決定！ ▶情報の森 ▶プラザ通信
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食でつながる
社会の絆

CLOSE UP
▲企画の様子

▲生配信の様子

▲プレゼンの様子



安心・安全な食材を使った弁当を手作り
フードロス削減のための食堂も運営

特定非営利活動法人よもぎのアトリエ

長く続くコロナ禍で人とふれあう機会が減っています。そんな中でも人が生きる基本である食べることを通して
積極的に活動し、食の安全やフードロスの削減、子ども食堂を通して心休まる場所の提供などの支援に
取り組んでいる団体を紹介します。

食でつながる社会の絆

こだわりの手作り弁当を20年にわたり、
高齢者や病気の人に届ける
もともとは、安佐北区亀崎地区の社会福祉協議会の活動で、
月一回、食事を作りひとり暮らしの高齢者の方々に振る舞う「ふれ
あい会食」のメンバーだった、室本けい子さん、井上洋子さん、
小林満子さん、小関紀代子さん。地域が抱える高齢化、医療事
情等の問題から、食事提供は月一回ではなく持続する事が必要
と考え、平成10年に任意団体として活動を始め、平成13年に「特
定非営利活動法人よもぎのアトリエ」は発足しました。
「平成7年に起きた阪神・淡路大震災以降、民間によるボラン
ティア活動が広く浸透しました。しかし必ず直面するのが、いつま
で続けるのかという問題です。持続するためには予算も必要。よ
もぎのアトリエを立ち上げた時も、女性が空いた時間に、子育てを
しながらでも仕事ができて、活動資金もまかなえる、そんな職場作
りを目指しました」と代表理事の室本さんは語ります。

子育て中の女性、シングルマザーなど6人で活動をスタート。
「ヘルシーライフはお薬よりもお食事で」をモットーに、三次市君田
町、作木町、布野町の契約農家から取り寄せた無農薬、有機野
菜、減農薬野菜を使った、食材にこだわった日替わり弁当を平日

CLOSE
UP

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。1082-545-3911
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▶特定非営利活動法人広島こども食堂支援センター
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チャレンジクッキー
教室の様子

▶特定非営利活動法人体にやさしい食の会
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07 人材バンク  名人 宝人 達人
▶広島市防災士ネットワーク代表世話人
　一般社団法人防災減災支援協会代表理事
　柳迫 長三さん  
▶オカリナの演奏・指導
　佐々木 八重さん

▶フラダンスとハワイアン音楽演奏
　上西 千加子さん・上西 津二さん

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶食べ物の「いのち」を大切にするために、
　私たちができること！

らしっくコラム
▶在宅での「楽しい」食事を通して食のあり方を見直す
　広島修道大学 健康科学部
　今田 純雄 特任教授

06 ようこそ！青少年センターへ
▶広島市青少年センター

11 情報の森

15 プラザ通信

「もったいないおばさんのたまり場」

の毎朝、1日60個ほど完全手作りしています。また室本さんの子ど
もが食物アレルギーを抱えて、小学校の時は毎日工夫した弁当を
作っていたことから、その経験を生かし雑穀を取り入れた弁当作
りをしています。手作りの弁当は、地元亀崎地区に加えて、周辺
地域の一人暮らしの高齢者、生活習慣病を抱えた人たちなどに
届け、今では安佐北区、安佐南区、佐伯区の一部にまで広がっ
ています。

憩いの場所「もったいないおばさんのたまり場」
平成17年12月からは、広島市中区基町の高層アパートショッピ

ングセンター内の一角を利用し、フードロス削減の取り組みのひと
つとして、製麺会社から提供された規格外のうどんを使った食堂
「もったいないおばさんのたまり場」をオープン。井上さんが店長を
務め、うどんのみならず、寿司、たこ焼き、カレー、さらには井上さ
んが腕を振るった手作り惣菜も人気のひとつになっています。毎
週水曜・木曜・金曜の週3日間、新型コロナウイルス感染防止対
策を行い営業しています。
発足して20年、食堂を始めて16年。これまでもさまざまな問題

が起きながらも「自分たちはやり抜くんだ」とプライドを持って弁当を
作り続けてきた皆さん。
「コロナ禍の今だからこそ、安心・安全な食材を使った食事をき
ちんと摂り、健康な状態を保つことが必要と感じている人が増えて
いると思います。「もったいないおばさんのたまり場」も休業中は再開
を待ち望む人からの連絡が定期的にあり、必要とされていると感じ
ました。また今は、一人暮らしの人が多く、人との関わり不足も否め
ませんが、ここが食を通した交流の場にもなっています。これからも
みんなで、わいわい言いながら、
生きていくために必要な食事を、
体力が続く限り、一生懸命続け
ていきたいですね」と室本さん。
20年継続してきた自負と、健康

に気を配った弁当作りを続ける皆
さんの活動は、コロナ禍だからこ
そ必要とされていると感じました。

「よもぎのアトリエ」
での調理の様子

▲ 「もったいないおばさんのたまり場」で調理する井上洋子さん

▲ 井上洋子さん（左上）、小林満子さん（右上）、
　 室本けい子さん（左下）、小関紀代子さん（右下） ▲ 「よもぎのアトリエ」で提供される弁当

もとむろ こよううえいの

よきぜきお ここみつこばやし

https://www.yomoginoatorie.com/

0201



フランス菓子の講師が伝える生活に欠かせ
ない食のこと
体にやさしい食の会は、食の安全性を重視し、よい食材を見極

める力を育てることや、子どもへの安心安全な手作り食の提案、
また、障害を持つ人たちが生きがいの仕事として、お菓子作りに
取り組めるよう指導することなどを目的とし活動しています。前身の
障害者の自立支援を目的としていた「おやつくらぶ」から食全般に
活動を広げたため平成24年に、「体にやさしい食の会」と改称しま
した。理事長を務めるのは草羽祐里さんです。
草羽さんは、フランス菓子教室を主宰する傍ら、1980年代に広
島市で始まった複数の小規模作業所へのお菓子作りの指導を
きっかけに、長年にわたり、作業所へのお菓子作りの支援をしてき
ました。また、広島市立広島特別支援学校では社会人講師とし
て製菓（作業学習）の授業を受け持っています。フランスの代表
的なお菓子マドレーヌやクッキーを通して文化や歴史にも触れ、生
徒たちは秋に行われる文化祭での販売と、カフェを開いて学習成
果の発表をすることを目標に学んでいます。

「手作りの食は、やさしい気持ちで」誰もが笑
顔になる最高のプレゼント
「手作りのお菓子は、材料を選ぶことから始まります。自分が食
べているものが、何でできていて、どれぐらいの量が使われている
のか？そこをしっかりと理解することで食への意識が高まっていきま
す」と草羽さん。「食が体をつくる」というテーマのもと、生産者の
顔が見える確かな食材の紹介もし、安心な食環境づくりをしてい

ます。また、食物アレルギーや食
品添加物の問題とも向き合い、
親子を対象としたお菓子や和食
の講習会を開催し、子育て世代
の人たちに手作りの重要性を伝
えています。
さらに、こども食堂や老人ホー
ムと連携し、クリスマスなどのイベ
ントにはマドレーヌやクッキーをプ
レゼントするのが恒例行事となっ
ています。「手作りのお菓子は、作ることも楽しく、何よりプレゼント
した方の笑顔に出会えます。これは至福の喜びです」と微笑む草
羽さん。食には人を幸せにする力があることを実感する瞬間だと
言います。
「手作りは皆を笑顔にできる
素晴らしいツール。基本さえ覚
えれば難しくない、ということを
もっと広めていきたいです」と
語ってくれました。最近はコロ
ナ禍の影響で、活動がほとん
どできていませんが、リモート
での講習会も視野に入れ、同
会を支えてくれるお菓子教室
の生徒さんと協力して、作り方
の手引きや、動画を制作して
います。手作りを通して、食材への関心や、作る喜びを伝えてい
る皆さんの活動は、コロナ禍だからこそ気を付けたい、心と体の
健康に重要な役割があると感じました。

特定非営利活動法人広島こども食堂支援センター

「こども食堂」の普及啓発から運営のサポー
ト、ネットワーク化まで
地域のボランティア等で運営され、子どもやその家族が気兼ね

なく過ごせる場所、そんな「こども食堂」の輪を広げることを目的と
し、令和2年3月に設立した「特定非営利活動法人広島こども食
堂支援センター」は、県内各地での普及啓発講演会や、立ち上
げ及び運営継続のサポート、情報発信などを行っています。理事
長を務める越智誠輝さんは、自らも「よこがわ楽だ食堂」を毎月
2回、土曜日に横川会館で開催しています。
普及活動を行う上でもっとも重要なのは、こども食堂の実態を

知ってもらうことだと考える越智さん。「思っているよりも開設のハー
ドルが低いのがこども食堂。情報を発信することで実践してみた
い人に届き、思いが形になればと願っています。具体的なノウハウ
がわからずにこども食堂の運営を断念してしまうのはとても残念な
ことですから」と言います。経費の助成や食材の供給、人材確保
など、立ち上げから運営に関わる全てをサポートしています。また
支援したい個人や団体、企業と運営者をつなげる役割も担ってい
ます。そして、許認可制ではない自由な活動だからこそ質が問わ
れるので、運営者の研修を定期的に行っています。

子どもを中心に人が集まり、地域のつながり
が生まれる場所
こども食堂の会場づくりや調理などを担うボランティアスタッフは、
小学生から80歳代までと幅広い世代。子育てがひと段落した世
代にとっては、子育てを懐かしみ、子どもたちとの触れ合いが何よ

りの楽しみとなっているようです。また、提
携しているフードバンクや生産者は、子ど
もたちの笑顔のためにと食材を供給してく
れます。「食はみんなをつなぐツール。こど
も食堂には支援する側、される側という
ボーダーラインはありません。目的をあえて
明確にせず、参加してくれる人が決めれ
ばいいという柔軟性がこども食堂の良いと
ころです」。コロナ禍でこども食堂の運営
も気を使いながら行っています。会食ができない期間には、代わり
に弁当や寄付食品の配布を行って活動を継続してきました。
こども食堂は、子どもに食事
を提供するだけの場所ではあり
ません。誰かと一緒に食事をし、
気軽に悩みを相談できる場所が
あるだけでも誰もが心休まります。
「ひとりで食事をするのがさみし
い」「子育てのアドバイスがほし
い」「地域の方と触れ合いたい」
そんな、それぞれの心に寄り添う空間を全員で創り出しているの
がこども食堂。「ありのままの自分を受け入れてもらえると、子ども
の自己肯定感が高くなります。また、多様な出会いが子どもの人
生に大きく影響していく。そういう意味でも、人との関わりを大切に
し、尊重し合える場所であるべきだと考えます」と語る越智さん。
今後は、小学校区に一か所以上のこども食堂を作ることが目標

で「社会に必要なインフラとして、どんどん広げていきたいです」と
熱い思いを語ってくれました。
こども食堂が決して特別な場所ではなく「地域になくてはならな
いもの」として、広がっていくことを願ってやみません。

居るだけで心温まる場所、地域ぐるみで支える「こども食堂」の輪

特
集
2 特

集
3

特定非営利活動法人体にやさしい食の会

「食が体をつくる」安心な食環境づくりを目指して

▲ 越智誠輝さん

▲ 草羽祐里さん

▲ こども食堂で提供する料理▲ 支援先のひとつ 中区のこども食堂「夕焼け ぽっぽ食堂」

▲ こども食堂の様子

▲ 老人ホームやこども食堂へマドレーヌとクッキーのクリスマスプレゼント

▲ 手作りのプレゼントを手に満面の笑み

▲ 特別支援学校での製菓（作業学習）の様子

お ち せい き

くさ ば ゆ り

https://hsbacyard2.wixsite.com/home http://ateliercoco.web.fc2.com
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